
児童が自分自身の健康を大事に考えながら情報端末とのより良い関わり方に
ついて主体的に学べる保健指導を、児童一人ひとりに寄り添って実施してい
きたい！

主体的に自分の健康に向き合う子どもの育成を目指して
辰野町塩尻市小学校組合立両小野小学校

養護教諭　吉越　友唯

養護教諭の専門性とICT活用で、児童の興味・意欲が向上
低学年：科学的に体験型の保健指導で楽しく学習することができた
高学年：「自分研究」で健康課題に気づき、実践意欲が高まる
今後は「自分研究」の成果を全校や保護者と共有し、健康への意識を広げていく
ICT以外の楽しみも児童と見つけ、全校で健康について考える活動を推進していく

まとめ・今後に向けて

目の健康について(低学年) 自分研究(高学年)

令和６年度保健指導テーマ『健康面から考える情報端末とのより良い関わり方』

児童と保護者へ健康に関するアンケートを実施。本校の児童は情報端末の
利用に起因する健康課題を抱えていることが明らかに…。

保健室に来室する児童の傾向から．．．

自分研究とは…
自分の生活をふり返り、自分の健康課題だと思うことにつ
いて調べ、解決していくための方法を探究していく活動ゲーム機等の画面を近くで

長時間見ると目にどれだけ
の負担がかかっているかを
体験

情報端末と顔の保ってほし
い距離はどのくらいなのか
を一人一人体験

１・２年生は手作り
「メディアものさし」
で確認！

体験をした上で、
目を守るための３つの
約束を確認

調べ学習の時間では、限られた時間
で効率よく調べ学習ができるように
Webサイトを作成し児童に提示

他の児童の学習の様子も共有できるシステムを作成

どうして視力って
下がるんだろう...？


